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　 ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ボ ル ヒ ェ ル ト （Wolfgang 　 Borchert ）。 1921年 5 月20 日，・ハ ン ブル ク に

生 まれ た 。
ヒ
・
トラ ーが ナ チ ス の 指導者に な っ た年 で あ る 。 1947年 11月20

’
日 バ ーゼ ル の 病院

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

（Glara− Spita1）で 死亡 。
26才。 まだ被 占領時代 ， ．ベ ル リ ン 封鎖の 前年で ある 。

　 ボ ル ヒ ェ ル トの 経歴 にっ い て は ペ ータ ー ・
リ ュ

ーム コ ル フ の 『ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ボル ヒ
』
エ ル

ト』 が 詳 しい
。 以下 ζ の 伝 記と全集版の あ とが きに もな っ て い る ，

ベ ル ン ハ ル ト ・マ イ．ヤ
ー一

．マ ル ヴ ィ ッ ツ の 『ヴ ォ ル フ ガ ン グ ■一ボ ル ヒ ェ ル ト 』を主要な典拠 と して，第二 次世界大戦との

か かわ り以降の 略伝 と作品の 特徴を記 して 序論 に代．え た い 。 何故 な ら， ボ ル ヒ ェ ル トの 本格 的

な創作活動 は戦争体験が根本 的 な前提だ か らで ある 。
・

　 ボ ル ヒ ェ ル トが 18才の 時， 1939年 9 月に大戦は始 ま っ た 。 彼 が召集命令を受けた の は 1941年　　　　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

5 月，’20才 の 時で あ る 。 彼は 当時 俳優 志願 の 青年で ，

’
地 方巡 りの 劇団 に参加レて い たが ， 既 に

当時の 社会生 活の 周辺 に い た 。 驚 くべ き こ とに ， あ る衣人宛の 手 紙に そ の ときの心 境とと も に

自分の 将来 に 対す る的確な予言 もみ られ る。 「世界の 軍事的な エ ネル ギ
ー

が 仕事を し終え，静

ま っ た ら， 文 化的 な，芸術 的な情勢や 問題 が再 び確 か な地歩を 占め て ， 世界 の 美が 再 び栄 え ，

また生 は そ の 深奥の 意味を得 るだ ろ う。 だが ， だ が……それ まで は ひ たす ら待 ち，内部 を耕 し，

触
蕪 す る燭 だ ・釁 に纐 が JllNの 醗 働 きの た郷 舗 の ため 晒 び成熟す

．
る ま

で司L も っ と も，戦争に対する 呪 こ そ 表現 され て い な いが ，言葉通 り冷静 に 事態を受け と め て

い t わけで は ない 。 1941年 6 月か ら11
一
月 まで ，

・戦車隊歩兵 （Panzergrenadier）と して ワ イ マ

ー
ル の リ ュ ッ ツ ェ ン ドル フ で 訓練 。 12月，東部前線カ リー一・＝ L ン 地区 。 大戦中を通 じて 東部戦線

は徴罰 の
一

つ で あ りうるほ どに恐 れ られ て い た Q こ の 年 ロ シ ア の 冬は特 に厳 し く， 氷点下30度

か ら50度。 ドイ ツ 軍の装備は不良で ，凍死傷者の 数は 戦死傷者 の数を上まわ る ほ どだ っ た とい

う 。 1942年 1 月か ら 2 月にか け て 黄胆の 最初の 発 作 。 さ らに歩哨中左 手 に負傷 。
ニ ュ ル ン ベ ル

ク 近 郊 の シ ュ ヴ ァ
バ ジ ハ に ある衛戌病院 へ 送 還 。 5月 ， 兵役忌 避 の た め故意に 負傷 した とい う
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駐 で 逮捕 ・
二 ・ 丿レ ン ベ ル ク で 3 力 脆 の 蛎 生即 後嚇 廷騨 ・ ．樽 の 求刑は嫐 刑 ・ 無

罪判決が 出た が ，私信な ど の 反 国家反党 的言辞 に よ っ て さ らに 拘留。 6 週 間の 留置 の 後東部前

線従軍 の 条件付き執行猶予 。 ザ ー
〜レ フ ェ ル 5，イ ェ

ー
ナを経 て 12月 に は非武装の 伝 令兵 と して

厳寒 の トロ ペ ッ ッ 攻防戦に ti｝入 され tt。 黄胆 の 発作 。 発疹チ フ ス
。 1943年 i月か ら2 月 に か け

て ，ス モ レ ン ス クの 野戦隔 離病院に 収容 された 。 後の ボ ル ヒ ェ ル トの 作品 に は毎 日半ダー
ス の

死 者， 発疹チ フ ス に よ る病死者の 700 の 墓 ， とい う記述が み られ る。
d の 間 ス タ

ー
リ ン グラ

ー

　ドの 悲劇があ っ た6 ス モ レ ン ス クか らラ ドム
， ミ ン ス クの 病院を経て 1943年 3 月に ハ ル ツ 地方

の エ レ ン ｝予縣 黻 離 へ 送還 ・ t．
ラ ドム で 1

誘塒 間お き遡 汁を吐 い た とい う・ 2ラテ リア

併発 。 病状がや S 回復 した夏に退院， イ h ： ナの駐屯地 ぺ
。

とこ で ボ ル ヒ ェ ル トは待望 の 帰休

を許可 され， 8 月に ハ ン ブル ク へ 帰 ？ た 。 しか レハ ン ブ ル クで は市街の 半分が空襲で 破壊 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ　　　 　　　　 　　　 ’　 　　　　 　

tt
　　　 　　　　 　 ／t

て い た。
10月イ ェ

ー
ナ ， 肝 臓病再発 ， 除隊の 運 び とな 2 た 。 除隊 の 前夜 ， ゲ ッ ペ ル ス を パ ロ デ

ィ
ー
化 して演 じた 。 密告 さ れ て 逮捕 。 当時の 手紙に は 「僕 は 自分が も っ て い る唯

一
の 才能 は 運

が悪い と い うこ とだと思い ます」
 

とある 。 rg44年は．9 月まで ベ ル リン の モ ア ビ ト刑務所で 留 ，

置 。 食糧 ， 衝生 ， 医療 等 の 事情 は極め て 悪 く， また空襲 の と き退避 が許 されなか っ た。 9 月 保

釈 ， イ エ
ー

ナ の 駐 屯地 へ
。 1945年 の 年初 に ボ ル ヒ ェ ル トの 木隊 は マ イ ン 川 南岸の 戦闘 に 投入 さ

れる予定だ ？ た が，将校た ちは 移動中に逃亡 。 残 りの犬隊は フ ラ ン ク
・
フ ル トで 1何の た め らい

もな く」 フ ラ ン ス 軍 の 捕虜 とな っ た 。
フ ラ ン ス 本国へ の 移送 中 ， ボ ル ヒ ェ ル ト他数名護送車か

・ら脱走 。 重病 に苦 し みなが ・ら600 キ ロ の 道程 を 経 て ， ドイ ツ 降伏 の 2 日 後，1945年 5 月 10日 両
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ’
親の 待 つ ハ ン ブ ル ク に到着 。

’
召集が ら帰逡まで 3 年 1iカ月624才 に な る と こ ろだ つ た 。

　 帰還 後の ボ ル ヒ ェ ル トは演芸場 く
「
Janmaaten　 in　 Hafeh ＞ に コ メ デ ィ ア ン と して 出演 。

11．月 ， 劇場 ＜ Die 　 Kom6die ＞ の 創設 に参加 。 同月 ハ ン ブ）レ ク劇場の r賢者ナ ータ ン 』の 上

演で 演 出助手を勤め る6 しか し，笑 うときに苦痛の あま り肝臓の あた りをお さ え な ければな ら

な い コ メ デ ィ ァ ン だ っ た とい う 。 舞台に あが る階段を四 つ ん這 し）で あが．らな ければ な らな か っ た
　　　　　　　　　　 t

と い う。
1946年の 年初は エ リ

ー・
ザ ベ ト病院で 入 院生活 。 そ の 年の 復活祭 に 退院。

』
自宅 療養 しな

が ら創作 。 1947年 9 月，友人た ち の 奔走に よ り食糧事情の よ か つ た ス イ ス め バ L ぜル で の 療養

が実現 。 白月 22日 に 寝 台車に 乗 っ て 出発 。 ボ ル ヒ ェ ル トは 自秀の 部 屋や机 を最 後 の 別れ に な る

か の よ うに片づ けた と い う。

’
旅行 に付き添 っ た母 は国境を越え る こ とはで きなか っ たげた っ た

一
人の入院生活は 2 ケ月足 らず611 月 20　H　CI　ara −SP

’
ital　’c死去 。

　 ボ ル ヒ

’
ゴ ル トの 創柞は 詩作が か な り早い時期 ， 15才 か ら始 まる

’6 しか し本格的創作は 彼が 戦

争か ら帰 5 た 翌 年 ， ig46年 1月 24日 ， 入院生活 中に 完成 した 短編く タ ン ポ ポ〉が 第一作で ある 。

’

以後 1946年 中｝・約28編 の 短繍 194唄 肛 く夜 ｝・ なれ：ばネズ ミ
幽
｝ま醂 〉 と誰 一

の ・ドラ マ

〈戸ロ の 外で〉 。
こ め ドラ マ は 8 日間で 書き上 げ られた とい わ れ る 。

こ の 後同年 9 月22日 に バ

e ゼ ル へ 出発するま で に約25編の 短編 バ ーゼ ル の 病院で 短編くそ の ときはただ
一

つ 〉が書か

れ ， これが絶筆 とな っ た 。 無数と い われる 詩作を除 くと，彼め 作品は短 編が 56作， ド ラマ が 1

作 ， 他に長編が 1 つ 計画 され tie　21カ月間 の 創作活動 ， 月平均約 3 作の ス ピー’一ドで あ っ た 。

　ボ、レ ヒ ． 、レ ト
・
の 作品の 出版 は 1946年朗 の 讌 ， 噛 灯 と ， 夜と ， 劉 が最初で ある曾短糠 は 出

版 に尅 。 て ， 1946年6死者慰霊 日 （T 。t，n，。n 。t。g）
（6）

｝こ低地 ドイ ツン・ ン ブ ・レ ク齢 （V ，
・
，・−

einigung 　 Niederdeuts6hes　 Hamburg ）
’
とハ ン ブル グ書籍出版社 が催 した ボ ル ヒ ェ ル ト
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の 夕で 朗読 された 。 当時の 新聞は彼を期待された新人 と して歓迎 した と い う。 そ の 後 1947年 4

月に 短 編集 rタ ン ポポ 』が ， ボ ル ヒ ェ ル トの 死 後 ， 11月末に短編集 r こ の 火曜 日 に 』が 出版 さ

れた 。 rタ ソ ポ ポ 』の 内容は 3・つ の テ
ー

マ ， 「ゆだねられ た 人 び と」， 「途 上」， 「都会，都

会」に 分類 された 12編で ある 。 rこ の 火曜 日 に 』の 内容 は 2 つ の テ
ーマ ， 「雪 の 中で ，清 らか

な 雪 の 中で 」， 「そ
．
して ど こ へ 行 くの か誰 も知 らな い 」に分類され た 19編で ある 。 出版社 は ハ

ン ブ ル グ書籍出版社 。
こ れ らの 作品集 と ド ラマ 〈戸口 の 外で〉，遺稿か ら 8 編 の 短編 と 15編 の

詩 が集 め られ て，　 1949年全集版 と して o 一
ボ ル ト社 か ら出版 された 。

．さ らに 1967年 に遺稿集 ．

が P ． リゴーム コ ル フ に よ っ て 編集 され，薪書版 ペ ーパ ーバ ッ ク ス ， ロ ロ ロ 双ew．1こ入 っ た 。

（＜ D ．ie　 traurigen 　 Geranien＞ ）　r戸幻 の 外で 』は 1947年 2〜ヨ13日舉送劇と して ハ ン ブ

ル グ放送か ら放送 された 。 ボ ル ヒ ェ ル ト自身は居住地 区が石炭不足に より停電 だ っ たた め，ま

た病気で 動 けなか っ たの で ， こ の 放送を聞
一
く
1
こ とが で きなか っ た と い う。 舞台で の 初演は 1947

年11月21日，ハ ン ブ ル グ小劇場で あ っ た 。 彼の死の 翌 日である 。 同月 出版 。

　 ボ ル ヒ ェ ル トの 親 しい 友人 で あ っ た B ．マ イ ヤ ー　マ ル ヴ ィ ッ ツ に よ ると ， ボ ル ヒ 土ル トが

本格的創作の第一作く タ ン ポ ポ〉 の 草稿を どく身近 な人 た ちにみせ た と き，彼 はま っ た く自信

が なか っ た と い う。 「彼は た め らい な が ら判定 と助言を求め た 」と証言 して い る 。
マ ル ヴ ィ ッ

．
ツ の 感想は 「彼は書 かねばな らな か っ た 。 こ ん な ふ う に書か ねばな らなか っ た 。 別 なふ うに書

い て は な らな か っ た 。
こ の 散文は 彼 に と っ て 必然で あ っ た 。 彼は 聞い て もらう権利が あ っ た 。

素材 と造形のた めに
。」という こ とだ っ た 。 そ して ， ボ ル ヒ ェ ル

』
トの 確信が ， 彼を圧迫する もの ，

彼が 自．らと世界 に 負 っ て い る もの をす べ て 言お うと い う要求 が成長 しk ， とい う。 彼は 苦痛 も

発熱も ， 不 眠 も ， 不安 も顧み な か っ た 。 彼の 仕事 は溶 鉱 炉 の 流 し ロ か ら流 れ 出 る よ うだ っ た 。 ，

彼の 父が原稿を タイ i
°
したの だが ，彼は老れをま っ t く変えなか っ た，とい う曾

　ボル ビ ェ ル トの 作品の 特徴 につ い て ，
マ ル ヴ ィ ッ ツ は 「彼は書かれた言葉だ け で は満足 しな

か っ た 。 響 き の 魔術を求 め た」 と簡潔 な文体 ， 繰返 しの 多 い 表現法を説明 して い る。

’
内容的 に

’

は f彼の 創作は力強い 叫び，・欲求 と苦悩と祝福 と絶望の 叫びだ っ た 。

……彼 は恐 れ も偽 りも卑

怯 も知 らな か っ た 。 彼は真実の 告白へ ，うそ の 曝露 へ と追 っ k 。 容赦な く／ 自分 自身に対 して

他 の 天 々 に 対 して 」 と述 べ て い る譽
） ’

一方 ， ボル ヒ ェ ル トの 評価の 際 1としば しば ニ ヒ リ ス トと

い うこ とが い われた が，マ ル ヴ ィ ッ ツ は それを 否定 し， ．rボル ヒ ェ ル トはい つ も共に 苦 しむ人

だつ た 。 正 しい人 たちよ りも罪 ある人 た ちを愛 した 。 彼は他人 の 心 の 苦痛 を感 じて ， こ の 心 の

た めに 自分を消耗する ζとが で きた 。 彼は限 りな くや さ しくあ りえた 」と感想を途べ て い る
（9）

　 以上 の こ とは作品の 特徴 と い う＄ り， ボ ル ヒ ェ ル トそ の 人の 特徴を表わ して い る
・
が， リ ュ

ー

ム コ ル フ に よ る と，．例えば ド ラ マ 『戸 口 の 外で 』の 初演以来，入 々 は舞台の 上の 悲劇 と実際の

生の 悲劇を 同
一

の もの と見は じめ た と い う。 ボ ル ヒ ェ ル トの 場合 ， ある入 々 に と う て は人 と作
．

晶 を切 り離 して 考え られ な か っ た の で ある 。 さち に リュー’
ム コ ル フ は ， ボ ル ビ

’
t ル トは希望喪

失 （Hoffnungslosigkeit ）を歌 っ た が ， し ば ら くは若い世代 の 文孛の 唯一
の 真剣に と られ う

る希望だ 5 た，と回想 して い る。 何故な ら，ボ ル ヒ ェ ル トは 自らの 苦悩を決 して例外 と し て 示

さなか っ た。

一般的 なテ
ー

マ と して ， 共通 の悲劇的な苦 しい 経験を ， 「裏切 られた世代1 の 運

命を語 っ た か ら， しか も，彼が 彼 らの や ま しい 良心 の よ りよ い 部分を 代表 して い るよ う に 思 わ

れ たか らで あ る ， と い う。 何よ りも乏 しい 喪失 （Ohne ） の 時代 に あ っ て ， 「彼 が総括的 な否
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定を 語 っ た と して も，戦後 3 年間 の 状況 的な ニ ヒ リズ ム を公 式化 した と．して も，．……そ の こ と

は自分 自身｝耐 する信仰kS ・v・，・．・e 己の 存在闘 す る肯定 に似 て い た 」と し・ う9’e’．　ft時代 の 二

人の 批評家に は ，

・
ボ ル 、ヒ ェ ル トそ の 人 と彼 の 作品の 印象か ち ， 以上の よ うな こ とが ボ ル ヒ ェ ル

・
トの 特徴 と

・
して と らえ られ て い た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

　 ボ ル ヒ ェ ル トが バ
』一・　v ル へ 旅立 っ て か ら，また彼の 訃 報が伝 え られて か ら，読者か

．
らさ．ま ざ

まな手紙が寄せ られ tcが i ．そ の 中に次の よ うな もの があ る。 「父と母を私は な ぐしま した 。 戦

争 中の こ とで した 。 そ して 私は兵士 で し た 。 私が戻 っ た とき ， 彼 らは死 ん で い まし た 。 他の 人

だちに 埋め られ て い ま し た 。 私 は泣きま せ ん で し た 。 私 は苦痛 と して さ え感 じませ ん で した6 ．

そ れ は ま さ に．そ うだ っ た の で す 。

’
あ らゆ る もの が死 ん で い まし た

。 打 ち砕か れ て い ま し た。
ハ

イ マ
ー ト ロ

ー
ス （故郷 喪失）で した 。 私た ちは あ ま りに も苦 しみ すぎ て ジ も う苦痛を感 じ な く

な っ て い た の で す 。 私た ちは
一

別れの な い ゼ ネ レ ー
シ ョ ン

ー
。 あ x ，私は何 ど こ の こ とば

が好 きで し ょ う。
こ の こ とばによ っ て ヴ s ル フ ガ ン グは私の 兄弟にな りま しぜ紬

　 ボ ル ヒ ェ ル トの 作品 に対す る厳 しい 批評 も早 くも 1948年 に現われ て い る 。 例え ば 「戸 口 の 外

で 』 は い わば人 間の 新 た な嘆き の 壁 で の 見 捨て られ た こ とに対す る誇張 さ れ た号泣に す ぎな い ，

と評 さ れ て い る。 「顰客は思 う，い つ か モ ノ ロ ーグか らつ し）に 第二 の 声が破 り出され るに ちが

い な い
。

……今や 二 つ の 声か ら
一つ の 新 しい解明す る響 き が や っ て くる だ ろ うi と希望す る。

しか し，それはとな い 」と不満が述 べ られ て い る曾　晩年の リル ケ に つ い て，
・
・ あの す ばら

『
しい

評 論を 書 い た ホ ル トフ
ーゼ シも1951年 たや はり こ の ドラ マ に つ い て ，最も原 初的な生 き る権利

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

をだ ま しと られた あの 世代の 限 りな い 絶望を証言 して い るが，人 間的に は感動的で も芸術的に

は不十分で ある と評 して い る 。 「大声を張 りあげる声の ，節度の な い 緊張が 客観的な詩的形姿

の 成立 を水泡 瞬 せ しめ て い る」か らだ とい う鯉 こ れ らの 癬 は 炉 囗 の 外で 』を そ の 線

の 内部に限 っ た視点 か らだ け見れ ば正 当で あるよ うに 思 われ る。

　 ボ ル ヒ ェ ル トの 作品の 中に は絶望 か らの 叫 び，
1
悲 嘆，時代に対す る 告発 が 強 い ト

ー
ン で 現 わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

れ て い るも の があ・る 6 そ の よ うな作品に 限 っ て い えば上 記の よ うな批評 の 可能性 が含 まれる。

全体的に み て も， ボ ル ヒ ェ ル トは絶望的 な状況 そ の もの を ， 彼が委ね られ て い るとす る 「暗黒」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

や 「深 淵 」そ の もの を表現 した の で は な い
。 戦争の 悲惨 を招 い た けれ ど も ， 戦争 に よ っ て集 中

甬に現 われる人間の 無気味 さそめもの を描 い た の で もな い
。 そ れ らは背景とな っ て は い るが ，、

そ れ ら自体が 主題 で は な い
。 彼に と っ て は，そ の よ うな背景 を もρ人 間の 苦悩が 中心 的 な問題

、で あ っ た 。 従 っ て 問題 の 未解決とい う点 が注 目されれ ば，解答 の 客観的条件や誰の ため に ， 誰

に対 して書か れた か，とい うよ う．な点が考慮 されな ければ また後世 に お い て も，背景に 対す

る想像力が不足 して い るな らば，ボ ル ヒ ェ ル トの 叫び の 悲痛な こ だ まだ けが残 る こ とになる だ

’
ろ う。 それはそ れで 意味が な い わ けで は ない が ，

’
確か にそ こか らは新 k に生成す る もの は得 ら

れな い だ ろ う。 佃 々 の 作品に つ い て ，そ うい う事実があ るに しても，しか し， ボル ヒ ェ ル トの

作品と創作姿勢を一つ の 全体 と して み る とき ・ ある人 々 に と っ て は ボ ル ヒ ェ ル トそ の人 と作品
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　ロ　　 ■
が何故切 り離せ な い の か とい うこ と に注 目す ると き，．彼の 作品 の全体 に彼 の 精神の 苦闘 の 跡 を

主題の 選 び方や表現方法 に も，そ れ に 由来する必 然性を み な い わけに は い か ない だ ろ う。 と り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　の
あえず本論は 作品に現われた ボ ル ヒ ェ ル トの 苦闘の 跡 を ，戦後 の 出発点の 一 つ の ドキ ュ メ ン ト

と して ， 苦闘を構成す る内的論理 か ら理 鯉 し よ うとす る試み で あ る 。
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瓦礫の 中か ら 5

1．　引 き 裂 か れ た 心 の 苦 闘

　 　 ，　　 　　　　 ナ イソ

ー　「何故」 と ・「否」 を 基 軸 と　し ℃　一

　「も しもぎみた ちがナ イ ン と い わ な
1
か っ た ぢ論　一

ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ボル ヒ ェ ル トの 絶筆

とな っ たくそ の ときはただ一つ 〉の 最後の 文章 で あ る。
．彼の 創作活動は，

「
彼の 働 ぎか けは こ の

訴 えを も っ て つ い に力尽 きた 。
こ の 作品は 異 郷の 孤独な病床で 書か れ た ，さ な が ら彼の 遺言 で

あ っ た 。 お そ らく ヒ ロ シ マ に さえ思 い を馳せ なが ら， 彼は世界 の 良心 に訴え た の で ある望　例

え ば機械 の そ ばに い る男 と仕 事場 に い る男に ， 「明 日 も し彼 らが ，・水道管 と鍋を つ く る こ とを

や め て ， 鉄か ぶ とと機関銃を つ くれ と君に 命 じた ら，そ の と きは た だ一つ しか な い 一
ナ イ ン

　 　 　 　 　 　 （16＞
　　　　　　　　と。 ヵ ウ ン タ

ー
の うしろ に い る娘 に ，

’
実験室 の 研究者 に ， 飛行場の パ イ ロ ッとい うの だ ／ 」

トに， ノ ル マ ン デ ィ
ーに い る母 とウ ク ラ イ ナ に い る母 に ……あ らゆる 人 々 に 同 じこ とを訴えた

の で あ る6 も し， ナ・f ン とい わ なか っ た ら ， そ の と きは人類の すべ て の 営み が崩壊 し， 腐臭を

放ち，ズ タズ タの 内臓と汚染 さ れ た肺を も っ た最後の 人類の 「何故 ？」と い う悲嘆が聞 く人 も

なく荒野を流れて 消え る で あろう， と予言 したの で ある。 確かに 1947年 当時，東西の 緊張関係

は翌年 の ベ ル リ ン 封鎖を まつ まで も な く，危機的状態 に 入 っ て い t 。 従 っ て ， とりわ けそ の 接

点 とな っ た ドィ ッ で ， 敗戦後間 もな い 疲弊 しき、う た ド イ ツ 自体 が新た な戦争 を準備す る 力 は ま

っ た くなか っ た に して も，ポ ル ヒ ．
エ ル トの 訴 え や 予言 は そ の よ うな もの と して

一
定の リア リテ

ィ
ーを もちえ た で あろ う。 また，そ の 後の 歴 史の 歩 みか らすれば，不幸な こ と に，ボ ル ヒ ェ ル

トの 予言 は単な る危惧に とどま る もの で は ない 。 しか し， それ は ともか くとして ， ボ ル ヒ ェ ル

トの 作品 と彼の伝記 的 ドキ ュ メ ン トに接した後 ， 1伺故 ？1 も 「ナ イ ン 」、も反戦の 訴え や 人類

滅亡 の 予言とちがっ tc文脈で ，社会的な 意味の 闘や否定 とちが っ た響 き で伝わ う て くる
。 「何

故 ？」 と 「ナ イ ン 」
「
は戦争か ら死ぬ ま で の ボ ル ヒ ェ ル トの 内面の 苦闘を表現す る基軸だ っ た か

らで ある 。 　、　
s
　

・
　　　

「
　　　　　　　

・

　 「ヴ ォ ロ ネ ッ シ ュ で や つ らは 5ス名埋め た G57 名 ， あの 連 中は考え て もい な か っ た こ とだ 。 そ

め前だら て ， あとだ う で
。 そ の 前の ときまだ歌を うた っ て い た 。 李 ッ ケ ツ ァ ッ ケ ユ ッ プハ イデ

ィ 。

．
そ の うち

一
人は うちへ 手紙を書 い て い た 。

……そ うした ら蓄音機を一台買
’
お うな ん て 。 す

るとそ の とき 4 千 メ ー一トル 離れ た と こ で ， 別の 連 中が ， 命令で ボ タ ン を押 した。

……
それか ら

ヴ ォ ．p ．ネ ッ セ ユ で や つ らは 57名埋め た鱈・
も とも と 「何故 ？ 」 とい う問は こ の よ うな不条理 の

世界に 向けちれた もの だ っ た 。 科学的な説 明な ど で は納得の 得 られな い ， 誰 も答え る こ との で

きな い 問 で あ っ た 。 第 二 次世 界大戦 中， ドイ ツ・だ け で 38Q万人の 兵士 が戦死 し， 、ほ s’同数の 民

臥 慨 んだ とい う鯉
：

ボ ・レ ヒ
モ

・レ ト・ つ いて ダ も詫 ・ との 思い 禰 還 し・t・ e き ，

1

あた か

も戦争の ため に育 て られ ， 教え られた と う り忠実 に戦い なが ら死線を さ迷 っ て きた世代，そ の

世代の
一

員で あ っ た彼 に は ，戦場の 過酷な
’
体験が 永久に 焼 きつ い

’
た心

’
とそ こ か ら発す る不条理

なもの に対す る 「何故？」と い う問 ， およ び不治 の 病気 に犯 された 2年間の 生命以外何 も残 っ

て い な か っ た の で あ る 。 し か も彼 らが 帰還 した 故 郷 も ， 彼 らに ・と っ 宅は不条理 な 瓦 礫の 世 界 で

しかな か っ た 。 彼 ら帰還兵を迎えた人 々 も，祖国の た め に戦 っ た彼ちを慰 さめ ， 尊敬す る ど こ

ろか ， 彼 らが まざに戦場を具 現 して い るがゆえ に ， 彼 らを 恐れ ，彼 らに対 して 「戸 ロ 」を開 こ
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う と は．し な か っ た の で あ る。
こ の こ ．と の 心 理 的背景は 日 本の 場合 で も い わ ゆ る 「予 科練 クズ レ」

とい うよ うな こ とば か ら容易に 推測 で き る こ と で あ る 。 従 っ て ， 「何故 ？」と い う問は受 けと

め られ る術 もな く， 「悲嘆」（Klage ） と して 絶望 と して 再度重 く自・らに返 っ て く る しかなか

っ た の で あ る 。
こ こ で ボ ル ヒ ェ

1
ル トに は い ろ い ろな可 能性が あ っ た で あ ろ う Q 〈戸 口 の 外 で〉

の 中で ベ
ッ ク マ ン が一度試み た よ うに ，戦場か らもちか え っ た 「眼鏡」を他の 「眼鏡」 ととり

か えよ うとする こ ともそ の一つ で あ る。 だ が ， いずれ に して もそ の よ うな試みは失敗 に終 らざ

る を得 な い で あろ う。 それほ ど 「何故 ？」と い う問は重 く，・ボ ル ヒ ェ ル トの 引き裂かれた 心 そ

の もの だ っ たの で あ る。 、

　　「か っ T（ みん な に は一人の 兄弟が あ っ た 。 彼 らは 仲よ しだ っ た 。 乏 こ ろ が や が て
一

片の 金属

が 怨 を含んだ 昆虫 の よ うに，空 を ブ γプ ン 唸 っ て 彼の 上 に 飛 ん で き た 。 戦争だ っ た 。

・そ して そ

の
一片の 金属が雨の 滴の よ う に 人間 の 肌 に はね．か か っ た 。 す る と ヒ ナ ゲ シ の よ うに 雪の 中で 血

が咲い た ・ 天は ル 1丿
’
で で きμ

’た ・ しか し天は彼の 叫 備 葡 けつ けなか っ た ・ そ して 砂 叫

ん だ最後の 叫び は く 祖国〉 で は なか っ た。 それ は く お母 さん〉 で もなか っ た 。 最後の 叫び は酸

っ ぱ くて ， 辛か っ た 。 そ れはく ク ソ ッ 〉 （Essig） とい う声 だ っ た 。 た だ小 さな声 で い っ ただ

けだ っ た 。 〈 ク ソ ッ 〉 と’
。 そ し七そ の 叫び が彼の 口 を塞 し）だ 。 永久 に 。 過去ぜ論　描写 さ れて

い る の は極め て 即物的な事実で あ る。 例 えば ．「飛 行機」 とい うな らば ， それ は入 間 の 造 り出 し

た もの を さす 人間的 な こ とばであ る。．ま た 「機銃弾 」 と か 「爆 弾 の 破 片」 とか い うな らば，そ

れ も人 間の 創造 に よ る もの で ある 。 入間の 創造物で あるな らば一応何 らか の 理 由に し 条理 に も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ズ

と つ くもの で あるはず だろ う。 だ が ， ボ ル ヒ ェ ル
1
トの 表現 に よ っ て 現 わ され た この 世界 に は そ、

、れ がな い 。 人間 の 行為の 意味 と い うもの が認 め られ ない Q 不条理 な世界で あ る。 か っ て の 仲間

は名誉の 戦死 ど こ ろ か 「死ん だ」の で さえ な い 。 彼の 血 が雪 の 中で ヒ ナゲ シ の よ うに 咲い た の

で ある 。
こ の よ うな世界 で 人 間 とは何な の か 。 そ こ で は人 聞は ， 軍隊 と い う・存在形式の せ い ば

か りで な く， 不条理 な世界そ の もの ゆえ に マ リオ ネ ッ トの よ うな存在 にす ぎな い
。 何 か の 拍子

で 糸の 翊れ た マ リオ ネ ッ トが カ タ ッ と い う音を立 て て崩 れ落ち る よ う に死んで い くしか ，あ る

い は生 き て い くしか な い 存在 に ずぎな い 。 乙 こ に一う の 体験 され t 事実の 認識が あ るp しか し

　「怨を含ん だ 昆虫」 と 「一片の 金属」の 組合わせ と か， 「雪 」
．
と 「ヒ ナ ゲ シ の よ うに赤い 血 」

・ID組合わせ は別な もの を表現 し℃い る 。 あとの 例で い うとそ れ は強烈印象を与え る 。 と同時に

別な もの も思 い 起 こ きせ る。 「血 」 は洙して 赤 い 「液体」 で は な い か らで ある 。 ボ ル ヒ ェ ル ト

．の 絶望 が感 じられ る の で ある 。 i：条理 な世界 で ，不条理 に死ん で い く者 へ の 共感が感 じられ る

の で ある σ 作品として は決然と した表現 こ そ得 て い る が，彼め心 は 「祖国」， 「母 」，・
「神」

以前の 存在の 底な しの 深淵 ゴ そ の 深淵へ の 恐怖 ，

「
そ の 深淵を の ぞ い て しま っ た絶望 と，他方せ

い ぜ い がた だ 「ク ソ ッ 」 と しか い い よ うが な く， むきだ しの 不条理 の 世界に 死ん で い っ た者 た

ちへ の共感 ， あるい は も っ と積極的に いう と死 んだ者た ちへ の 愛に 引
’
き裂か れ たの で あ る。 そ

　レて ボ ル ビ ェ ル トに と っ て 過去 は過去に な りえなか っ ，tc。 「過 ぎ去 っ た」はずの こ とゆえ・に彼 、

の 心 は引き裂かれ た ままな の で あ る。

一方で は戦場で の 体験 に耐え きれず ， 心 は荒れ狂 う。　　　　　　　　　　　

　「ぼ く らの
子 ッ プが イデ ィ

ーとぼ くらの 音楽は ， 鐸く らに むか っ て 口 を あけ て ．い る深淵 の 上 の

　ダ ン ス なの だ 。 そ し て そ の 音楽 は ジ ャ ズ な の だ 。 な ぜ な らぼ くらの ハ
ー

トと ぼ くらの 頭は ，同

　じよ うに熱 くて 冷た い リズ ム を も っ ．て い るか らだ 。

』
興奮 した ，狂 っ た，消耗 的な，自制 の な い

リズ ム 毳
゜

〕殊 に夜は 「ぼ く らの 夜は死 で いつぽい だ ． なぜ な らぼ くらの 眠 りは韈 で い 。 ぱ
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　い だか らだ。 夢の 死の 中に ある ぼ くらの 夜は，戦 闘の 物音で い っ ぱい だか ら沱誓ら一
だ が，荒

　れ狂 う心 は途方に暮 れ た ， 「母を求め る」 ， 救 い を 求め る 心 の 反証 な の で ある 。 戦場 で ，不 条 、

　理 な世界で ，凝そらく恐怖が支配す るで あろ う。 人 々 の 神経は 麻痺 して しまうだろ う。 だ が ，

　死者 へ の 共感 も無意識 に呼び起 され るで あ ろ う。 それ は例えばくイ エ ズ ス は もうや めた〉 の 場

　合の よ うに現 われ た りする の で ある 。 も っ とも そ れは
一定の 条件下 で す ぐに も意識め表面か ら

　消え て しまうか もしれな い
。 しか しそれ は失わ れた の で は な い 。 深 い傷 とな っ て 意識の 底 に刻

　まれ るの で ある 。 、そ の 深 い 裂 け目か ら， 「何故 ？」 と い う叫 び が ， 答を求 め る ， 救い を求 め る 、

　叫 び が 噴出す るの で ある。 戦後の 現実の 中で ， おそ らくこ の よ うな叫びに対す る応答はなか っ

た 。 融 な ら 一rClc「悲 し む能 力 」 その もの が欠除 して い た，とい う指摘 さえ あ る讚 く戸

　口 の 外で 〉 に登場す るご
ベ ッ ク マ ン に 対 して 戸口 を閉 ざ した 人 た ち は 正 確に そ れ に 照応す るか

　らで あ る 。 戦場 で の 絶望 は戦後に お い て も絶望で しか な か っ た の で あ る 。

　　し か し， 途方に暮れ，、絶望 に苦悩 する 引き裂か れた 心 は ， 引 き裂 か れ た まま そ れ に もか か わ ・

　らず歩 き続 け・よ うとす る。 「長い 長い 路にそ っ て」歩 く フ ィ ッ シ ャ
ー

中尉 は決 して ヴ ォ ロ ネ ッ

　シ ュ で 埋め られ た 57名の 幻想 に埠い か けられ，逃 れよ うとして い るの で は な い
。

ご く臼常的 な
「

現象に 接す る た び に繰返 され る ヴ ォ 卩 ネ ッ シ ュ の で き ごとの 想 起 。 文 章表 現 と して も20回近 く

　繰返 さ れ て い る，ほ とんど無限 に 繰返 さ れ う る不条理 な で き ご との 想 起。 さ らに 「何故 ？ 」 と

　い う問6 こ れ らは初 め引 き裂かれ た心 の ， 現実に 対 する 否定的反応で あるの だが ， や が て 一つ

　の 意思 の 存在を，一
つ の 姿勢の 形 成 を可能に して い くの で あ る 。 そ し て こ の 形 成 の 道程に は 通

　常 の 時間か らの 超越 がみ られ る 。 「おれ だ け。 おれ だ け まだ歩 い て い る 。 柑変 らず歩 い
vz
；い る 。

路は遠く， 飢え 踝 て な しだ 。 両方 と も実に 長謂 お そ ら憮 限の 道飯 ある遜 常の 縮 感

　覚 は麻 痺 して しまうだ ろ う。 言い か えれ ばボ ル ヒ ェ ル トは 自らの 「何故 ？」 と い う問を 荷な い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　つ つ ， 現世 の 時間を踏み越 え て 不 条理 の 荒野を さ迷 うの で ある 。
マ ル ヴィ ッ ツ によれ ば 「彼 は

　すで に 彼岸 に立っ て い た騎 と い う。 そ れ は 彼の 病気の せ い ば か りで はな か っ た であろ う。

　　確か に ボル ヒ ェ ル ト
・
はみ んな とい っ し ょ に戦後 の 新 し い 生 活を始 めよ うと した 。 現実の 時間

　と空 問 内で 彼の 戦後を始め たか っ た の で あ る 。 新 しい 体験を ， 「第三 帝国」 と戦場 に 塗 りつ ぶ

　され た 体験で な い偉験 を始 めたか っ た の で ある。 そ れに よ っ て 答を見 出そ うと した の で ある 。

　そ の 思い は病気の 発作に見舞われな が らも， 劇場の 舞台に這 っ て あが る ほ ど に 強か っ た。 人生

　の 舞台 に対 して も同様だ っ たの で あ る。 も し彼が思 い 通 りに新 しい生活を続ける こ とがで きた

　ら， ボ ル ヒ ェ ル トはまた ちが っ た ボ ル ヒ ェ ル MC な っ て い た かも しれな い
。 お そ らく．もっ と社

　会的 な 道を 歩ん だか も しれ な い
。 「何故 ？」 とい う問は ちが っ た帰結 をみ た か もしれな い 。 し

　か Ul・彼の 病魔 は ， 戦場で と りつ い た 病魔は そ の こ と を不可能に し た 。 ボ ル ヒ ェ ル トは それゆ

　え 二 度 と立 ち上が る こ と の で きな い 病床で ， 自らの 内部 に沈潜す る し かなか っ た の で ある。 自
・

　らの 引き裂かれ た心 との 永遠 の 対 決が始ま っ た の で ある。 こ の 対決 の 前 で 現実の 生 活 は後退 し

　て い く。

’
何故 な ら， 進駐軍の ÷ 兵士で さ え ，

．ハ ン ブ ル クの 深 淵を の ぞ い た 後 で の 故郷に 送 る手

　紙 ρ中で ， ・
［二 頭の 牝牛 が死ん だ こ となん て た いした こ と じゃ な い と思い ます 。 ま っ た くそれ

　ほ ど た い し た こ と じ ゃ な い と思 い ます 。 じっ さ い ， 二 頭の 牝牛なん て ， それ信ど た い した 問題　　　
t’

じ ・ な い や罰 と書 か ざる驫 なか っ たの だか ら． そ して ・ の 嫐 の 苦闘 を通 じて 彼｝まその 苦

闘を支 え る力を 自ら生 み 出して い っ た 。 対決の 舞台は 底な しの 深淵なの 沱が ， ま さに そ の 底 な

　しの 深淵か ら創造が 始ま っ た の で あ る。 こ の創 造 に よ っ て 彼は決定 的 に現世の 時間 と空間を 踏
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み越える の で ある。 病気 は確か に
一

つ の 条件にな っ て い る。 しか し， 不条理 な世界 に対する絶

望 と死 ん だ者た ちへ の 共感ある い は愛 に 引き裂か れた 心 ほチ そ れは や が て 生 きて 苦悩す る者た
　　　　　　　　　　 ヨ
ち へ の 視点に もなるの だが ，

一
つ の 意思の 存在を可 能に しtt 彼を現 実の 時間 や空間 に対 しで 自

由な関係に立 たせ た みで ある 。 ラ フ カ デ ィ オ ・
ハ

ー
ン の く約束〉を思 い浮 べ させ る，＜ ラデ ィ

“
〉は こ の よ うな超現実的世界 の

一
面 を示 す好例で あろ う。 そ こ で は深淵を の ぞ い た者 の 絶望

と愛が死者と の 交信を モ チ 」
フ と して 現実の 時間 と空 間を越え て見事に結晶 して い る 。 「私」

に とら て現実的な意味で の 過 去，現在，未来の．区別 は もは や 消滅 して い る 。 異郷の ，o シ ア の 地

で 土 と化 した 「ラデ ィ
ー」は い つ ま で も 「ラ デ ィ

ー」で あ りつ づ け ， ま た ・「デデ k − 」に と っ

て は土 と化 した こ との 不安が解消 して い るの で ある 。 死ん だ者た ちへ の 共感 あるい は愛 は そ れ

ほ ど深い 。

「
そ れは ボ ル ヒ ェ ル トの み た深淵の 深さ に 正 確に 比例 し て い る の で ある 。

　つ い でな が ら書き添ネる と， 日本で は原民 喜が ボ ル ヒ ェ ル b と比較的近 い地点か ら出発 した 。

しか し到達点は かな りちが っ て い るよ うに思われる 。 「僕は もうこ の 世 で とりす がれる
：一一一つ か

み の 藁屑 もない
。 だか ら僕 に は僕 の 上に さ りげな く覆い かぶ さ る夜空 の 星 々 や ， 僕 どは なれ て

地 上 に 立 っ て い る樹木の 姿が，だん だ ん 僕の 位置 と接近 して ； やが て 僕 と入れ替 っ て しまい そ

うな の だ 。
ど ん な に僕が今， 零落 した男 で あろ うと ， どんな に僕の 核心 が冷えきっ て い よ うと

あ の 星 々 や 樹木た ちは，も っ と，は て し
．
らぬ もの を堪 え て ，毅然 と して い る の で は な い か。

・…

…僕 は 自分の 星 を見つ けて しま っ た誓曁原民喜 も同様に 超 現世的世界 に い る alS， 彼 の 場合 ， 原

爆の 時点で，い わ ば時間 は停 止 して しま っ たの で あ る 。 しか し ， ボ ル ヒ ェ ル トの 場合 ゲ現 世 の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

時間 を踏み越 え て い るに して も， 彼 の 時間 は停 止 して は い な い
。 彼 の 時間 の 中 で は ， ル フ トが

期待 したの とは ちが っ たもの で あ るが鯉 一つ の 生成が みられるの で ある 。

　　　 とこ ろ で ， ボ ル ヒ ェ ル トの 引 き裂かれ た心は彼の 認識の 源泉で
’
あ、っ た。 根元 の 視点を形成す

　　る も の で一あ っ た 。 彼の 処女作品く タ ン ポ ポ》 がすで に そ の こ ζを示 して い る 。 「うしろ で ドア

　　が締 っ た 。 」で 始 まる こ の 作品 は ， ボル ビ ェ ル トの 獄 中の 体験 に もとずい て い るとされて い る澱
　　 そ こ で は先ず

一
定条件の 下で の 心 理 的反応 ， た っ た

一
人で 外界か ら切 り離 され た状況 の 中に 置

　　か れた男の 心 理 状態 と認識との 関係 が現われて い る 。 こ の 条件下で 男は 自分 自身以外何 ももた

　　ない
  生 きる こ とに耐 え られな ぐな っ た として も，死 ぬ手段さえもた ない 。

こ の 場合の 不安や

　　恐 怖は病臥 し な ければ な らな か っ た と き の ボ ル ヒ ェ ル トの そ れ で もあ っ た か も し れ な い
。 男 は

　　こ Cl’よ うな条件下で 自らの 存在を支 え て くれ る もの は何か ジ と 自問す る 。 「神」の 想 念が浮か

　　び上が る、。、
』
そ して 実際，、「神」が彼 の独房 に現われた よ うな 気がする 。 しか し t

’
そ の 時一つ の

　　視点が働 く。　「夜に酔 っ た らだ め だぞ／ お まえの 恐 怖がお
・
まえ と い っ し ょ に監房の 中に い るの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （29）
、　 だ 。 そ れ以外 に何 もな い の だ．／ 」　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ ま り，恐怖 が 「神」を呼 び 出 したの で ある 。 心 理状態 が

　　認 識に 反映 したの であ
：

る。

』
そ して こ の よ

’
うな認識 を別 の 視点が誤謬 と して 訂正 した の で ある 。

　　．こ の 視点は 「神ゴに対ず る別 な体験が 提供 した もの で あろ う。 例えばそ れは《戸囗 の 外で〉の

　　べ ッ ．ク マ ン の 体験で ある。
ベ

ッ ク マ ン は 「神」 が全 能で 恵み深 い とするな らば，自分の 小 さい ．

　　息子を爆弾で コ ナ ゴ ナ に し た ときも恵み深か っ た の か と問うて い る。 また，自分の 部下 の 11名

　　を淋 しい ロ シ ァ の 森 の 中で 失わ せ た とき そ こ に い た の か，と問 うて い る 。 不 条理 な世 界 に 対 す

　　る視点 に よ っ て 「神」の 認識が規定され る の で ある Q 男はやが て 他の 囚久 とい っ し ょ に 独房の

　　外に 出され る 。 戸外運動で あ る 。 ¶その とき ， 、おれ た ち に むか っ て犬 の 吠 え る 声 が一斉に 爆発 ・
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す る・一 腹に革の バ ン ．ドを しめ た青い 犬た ちの 嗄れ た吠え声。

……
おれた ちはおそ ろ しさが骨

身に 染み て す こ し落つ くと，そ れ が 色の は げた 青 い ユ

テ フ it・−r ム を着た人 間 だ と い うC ，と が わ

か っ た警
o
〕やは り心 理 状態 の 認識 に お け る反 映を示 して い る 。

こ の あ と描 か れ る世界 で は ほ と

ん ど 人間的な 意味 と い うも の が な い 。
・「自己 の 顔を持たな い 棒杭9（Latte　 ohne 　 eigenes

Gesicht）．の視点が，・荒廃か らの 視点が リア ル に現実を描き出 して い く。 「雨だ 」も 「死 んだ」

もかわ りがな い よ うな無機的世界，即物的世界で ある 。 人間は形骸と して 存在 して い るにす ぎ

な い 。
こ こ

’
で も不条理 な世 界に 対す る絶望 が視点を提 供 して い るの で ある 。 しか し， こ の世界

に 例外的に異質な もの が存在 しは じめ る。 「タ ン ポポ」で ある。 それ は男 にそれ へ の
一

致を ，

自己解 消あ るい は無 限の 自己拡大を可能にす る もの で あ る 。 そ れが何を 意味する の か は ともか

・〈．と して ， さ しあ た りそ れ を見 い 出す 視点が 問題で あ る 。 「却れ の 眼 は何か生 きた もの ，色彩

の あ る もの を求め て，も と もと た い しt 期待を も っ て い た わ け で は な く， ．偶然幾本か の 草の 茎

の 上に 走 ？ たt3i）
］そ して 生きたもの を認識 した の で ある 。

こ れを 認識させ た もの は何だ っ た の

’

だ ろ うか 。 荒廃 の 中で まだ生 きて い るもの が そ れを 見 させ た の で は な い だ ろうか 。 荒廃の 中で

まだ生 き て Vl るもの ，そ れ は不条理 な世界で まだ生 きて い る もの とい っ て もい い だ ろ う。 す る

とそれ は引き裂かれて は い るがまだ生 きて い るボル ビ ェ ル トの 心に他 な らな い 。 それが男の 願

望 とな っ て ， 認 識の 源泉とな っ て 現 われ て い るの で あ る 。

　　ボ ル ヒ ェ ル トは ， 人間 的 な もの を 描 くと きに極め て 即 物的に ， 無 機 的 に描 く。

一
方で 物質的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く

　な もめ を描 くとき ， 例えば形容詞や 動詞 の 使用法か らうか がわ れる よ うに ， 悲哀め こも っ た感

　情移入 が認 め られ る 。 彼の 表現方法 に は こ の よ うな特徴が み
．
られ るの で あ る 。 こ の 背後に は ニ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

，
重 の 視 点が推測 され る で あろ う。 不条理 な世界か らの 視点 と共感ある い は愛か らの 視点であ．る。

　引き裂か れ た 心 は生きて 働い て い る 。 絶望 に屈赧 して い るだ け で はな い
。 精神の 核 とな つ て彼

　の 認識の 二 重 の 視点を形成 して い る の で ある 。 　　　　　　 r

　　しか し， 死 ん だ者たちへ の 共感 ある い は愛は っ らい b ボル ヒ ェ ル トた ちの 見 た不条理 な世界

　に 対す る絶望 の 深 さ に比例 して つ らい 。 ボ ル ヒ ェ ル ・トの 作品の 製作順は 彼の 残 し た メ モ に よ っ

て 明 らか に な ・ た と い う ζ と艇 る 力押 そ れ 蹤 う と蹶 的早 く書か批 如 れ の な い 琳

　レ
ー

シ ョ ン 〉 で は 「もしもわ た レた ちが ， わた しt ち とちが っ て ，あ らゆ る瞬間に別れ を味わ

　
1
い つ く U た あなた が た の よ づに，別れを経験 しよ うと し た な ら， わ た しt ち の 涙 は潮の よ うに

　高ま り ， どん な堤防 も一
た とえ それ が先祖代々築かれ た もの で も， 到底もちこ た える こ とは

　で きな い だ ろ う罰 池 い われ る 。 こ の よ うな 自己認識の 背後 に ある もの は今や 明瞭で ある が ，

　こ れを もた ら した視点は 自ら生み だ した あ る
一つ の 力 によ っ て 支え られ て い る。

　　ボ ル ヒ ェ ル トの 10作 目の 作品《屋根の 上の 会話〉で は 「暗黒 に ゆだ ね られて い る 」とい う認

　識 と，．そ の 下 で の 悲嘆，絶 望 と隣
’
りあわ せ でだ ．ま さ れる た び に 真実を待 6 て い る ICす ぎな い と

　い う出口 の な い 状況 へ の 悲 嘆が み られ る 。
こ の 認識 と悲嘆の 関係は い わば摯の 循環 理 論で あ る

。

　絶望 に打 ちか つ 真実 ， 救い とな りうる真実が願望 され るの だ が ， 不条理 な世界か らの 視点に よ

　れば真実は に が い だ けであ る 。 こ の 背景か らの 論理 は果 しな く暗黒 の 深み に はま り こ ん で い く

　もの で しか な い 。 だか ら こ そ 暗黒に ゆ だね られて い ると霽識 さ れ るの で あ う。 公分母 は零な の で

　 あ り， こ の 上 に何を乗せ て も無限の 拡散 が あ る だ けで ある 。 生 きて い る・と い うこ とは こ の よ う

　な真実 に 理 由な くただ耐え て い る に す 書 な い
。

一
「多分ただ の 反抗か ら」．（Vielleicht　 aus
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Trotz 、？ Aus　 purem 　 Trotz 興」　しか し，
1
こ の 作品 は，こ の 部分か らちが っ た論理 の 展

開 にな
：
っ て い く。 深 い 絶望 の 中か ら絶望 そ の もの へ の 疑 問が現 われ る 。 ，自己 の 対象化で ある 。

　「ゆだねられて い るの だ ろ うか ， た ぶ ん ？ ほ うりだされ て い るの だろ うか ， た ぶ ん ？見放され

て しま っ た の だ ろ うか，
國
た ぶ ん ？おれた ちは解答が な い の だ ろ うか ？ おれた ちが，おれた ち自

身 が ， そ の解答な の だ ろ うか ？そ れ とも ， お い 答 えろ よ 。 言 っ て くれ J おれ た ちは結鳳 最後

に，自分 自身が こ の 答えな の だ ろ うか ？お れた ちはおれ た ちの 内部に ，
．死 と答を にな っ て い る

の だ ろう か ？ お れた ちに 答が 生ず る生 じな い は，お れた ち次第 っ て わ けな の だ ろ うか ？結局，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （35）
おれた ちはお れた ち 自身にゆだ ね られ て い るの だろ うか 。 お れたち 自身にだけ ？」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相変 らず

疑問の ま N で ある が s こ こ に は別 な動 きが み られる 。 疑問を発する主
・
体が別な視点か ら自らを

自覚 し は じめた の で あ る。 「何故 ？ 」．と い う問 を発 す る主体が 自らを 自覚 しは じめ た の で あ る 。

そ もそ も真 実の に が さを感 じる 心 は死者 た ちへ の 共感 あ る い は愛 を も た らす もの と同 じも の で

・あ り，そ れが別な視 点をもた らし， 「反抗」（・Trotz ）を認知する Q こ の 「反抗」は零 で はな い。

二 重の 視点は現 実世界の 認 識の 源泉で あるとともに 視点 自体の 相互批判を通 じて 自己の 対象化

を可 能 に して い くの で ある 。 そ して こ の 対象化が ， 自己を越 え 出 て い く
一

つ の 力 となるの で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〜

る 。

　 ボ ル ヒ
．

エ ル トは ハ ン ブ ル ク に 帰 還 し た と き，戦争 中の 消耗に よ っ て 病状が もは や 回復不能な

まで に な っ て い た 。 そ れ に もかか わ らず，最 終的 に 立 ち上がれ な くな る ま で 病床に 伏す こ とを

しなか っ た 。 「彼は 存在に 飢え，活動意欲に満 ちて 新 しい 出発 に参加 した か っ た の だ曾亀 とい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ

う。 薬に よ っ て も除去で きなか っ た苦痛 に耐え て ， なお屁服 し た くなか っ た の だとい う。 すで

に 述 べ た こ と で ある が，戦後の ボ ル ヒ ェ ル トの 最初の 試み ， 演 出助手や コ メ デ ィ ア ン と して の

試み の 際， しば しば階段 をあが る こ とが で きな い 1ま ど に，上演の 最中に苦痛 と呼吸困難に苦 し

め られた 。 それ ほ どま で に彼 はみ ん な の 仲間で ありたか っ たの で ある 。 彼を こ の よ うに させ た

の は い ・ fcい 何だ ・ た の P・
・ ボ・レ ヒ ・ ル トの 引 き裂かれ 燃 嘩 教 る と・ そ れを弊 本能 的

な もの や失 なわれた ， いわ ゆ る 人 間 ら しい生活 へ の 願 望 な どだ け に 帰す わ け に は い かな い だ ろ

うb それは決 し て 過去 に対する反動だ け で はな い で あ ろ ．う。 も しそ うだ とす ると ， 何故それ ら

が そ れほ どの 強 さを もちえた の か が新た な問題 となるか らで ある 。 こ の 点で 前述の
一

連の 経過

が有2 な説 明とな るだ ろ う。 絶望 から厚抗の 認 知 に至 る自己対象化， そ こ か ら生 じる認識 ， そ

れ が彼の 意 思 を支 え る力 ともな っ て い る の で ある 。

’

　 こ の 力ほボ ル ヒ ェ ル トρ）詩作 の 段階か ら演劇活動 の 段階を 経 て 本格的創作活動の 段階 へ 転換

す るとき に飛躍的 に現 わ れ て い る 。 リ ュ 　一一ム コ ル フ に よれ ば ， 1941年 にくタ ン ポ ポ 〉の 前段階

とも い うべ き，〈花 〉 （Die　 Blume ） と い うタイ トル の ス ケ ッ チ があ っ た そ うで あ る。 「僕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

は夢をみた 。 周 り、は破滅 と死で あ っ た
一

生は意味 もな く無の 中に沈んだ 。 復活 もなく。．どこ

に世界の 意味は あるの だ。 僕は万有に 向っ て たずね た 。 意味はな い の か ？絶望 して ， 力な く僕

は さ迷 っ た 。 しか し， 戦争 は絶え間なか っ た。

1・・；…」
（3v

こ の よ うな調 子で神 へ の 疑問が ， 鯉答

へ の 疑惑が続 い て い くの で あるが，こ こ で み られる の は，た とえ そ れ が どん な に 深刻 な もの で

あ ろ うと ， 形象に欠けた直接的な感情の 流出 で あ っ て ， 結局安易な悲嘆に 終 っ ：て い る 。 背後に

あ る べ き思 考か ら認識 へ の 展開 は な・い
。

こ れ と くら べ る とく タ ン ポ ポ〉は は るか に 思索的 で あ

り，自らの 真実を豊 均）な形象 で 表現 しでい るの で あ る e
’
す で に こ こ に は

一
定 の 自己 対象化 がみ

られ る の で あ る 。 そ して そ れは さ らに 戦後 に生 き る 人 々 の 苦悩へ の 視点 とな っ て い く。 向じ よ
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瓦 礫 の 中か ら 11

うに不条瑾な過去を負い ， 現在に 耐えて い る人 々 へ の 視点とな っ て い くの で ある。
こ の こ とを

く シ ュ シ ュ フ シ ュ 〉 ， 〈悲 しみ の ゼ ラ ニ ウ ム 〉， 〈彼 も戦争で は さん ざん な 目に あ っ た〉など

の 作品 が示 して くれ る で あろ う。
こ れ らの 作品 に 登場す る群像はす べ て それぞ れ に 引 き裂 かれ

た心 を もちな が ら，それに 耐 え て 生 きて い く姿を現 わ して い るので あ る。 彼 らは必ず しも帰還

兵で ある とは限 らな い 。 例えばく悲 しみ の ゼ ラ ニ ウ ム 〉に 登場す る の は女で ある。 彼女は片方

は普通 の 鼻の 穴な の だが，もう
一

方は 「まさに深淵 の よ う に ぽ っ か りあ い て い る」鼻を も っ て

い る 。 彼女 と ど こ か で 知 りあ っ て ，彼女の 部屋 ま で きだ男は そ の こ と に 過敏 に 反 応 す る 。 お そ

らく過 去の 体験の 不気味さを連懇す るの で ある 。

’
彼に は彼女が ピ カ ソ の 女の よ うに見え る。 ま

っ た く新 しい タ イ プ の ハ ル モ ニ
ー

な の か と思 う。 しか し ， 男は こ の 発想を深 く追求 する こ とは

しな い 。 従 っ て こ の 一対か らは何 も生れ て こ ない 。 女は新しい ハ ル モ ニ
ー

へ の 憧れを抱きな が

ら
一

人 残 され るの で あ る。

　悲哀
一

しか し，作者の 共通 な基盤 を もつ 者 へ の 愛 ， 連帯の 意思 が感 じ られな い だ ろ うか 。

ボ ル ヒ ・
エ ル トの 引 き裂 かれ た心 は現 に生 きて い る共通 の もの に反応す るの で ある 。 ＜夜に なれ

ば ネ ズ ミ は眠 る〉 で はそ の よ うな反 応 そ の もの を テ ー
マ と し て い る。 死者た ち へ の 共感あ る い

は愛は瓦礫 の 中か ら生き て い く者 へ の 共感 ある い は愛に 変形 して い くの で あ る。 こ の よ うな連

帯巨）自覚 もま た 自己 の 対象 化 に よ っ て 得 られた もの で あろ う。

　二 重の 視点の 相互作用 。 それ に よ っ て ボル ヒ ェ ル トの 認識は ， 生の 自意識 は次第 に決然とし

て くる。 「きみ の 深淵の 中の 騒 々 しさに耳 を傾け ろ。 ．
……きみ の リ ラ色の 深淵 の上 で 生き よ う

と努めろ 。 な ・ぜな ら草の はえ た土 手 ど タ “ ル を塗 っ た 屋根の うしろ に昇 る朝は，きみ 自身の

中か らしか来な い の だか ら。 そ して あ らゆ るも の の う rしろ ？……
あ らゆ るも の の背後に い つ も

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （諭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く こ れがぼ くらきみ 自身が立 っ て い る の だ 。 氷 の よ うに 淋 し く。 み じめ に 。 偉 大に 。

……」

の 宣言 だ〉の 中の 一節で ある 。
こ の 作品はボ ル ヒ ェ ル トの 創作活動の 終り近 く に書か れ た もの

だ が ， こ れを《屋根 の 上の 会話〉 の 疑問 の ま N の 状餌と比較す る、と，そ の ちが い は歴然と して

い る。 ボ ル ヒ ェ ル トめ詩作か ら短編創作 へ の 過程 には飛躍的な 成長が あ っ た 。 彼 の 本格的創作

活動 は彼 が再起で き な くな っ た 1945− 46年の 冬 か ら国境を越え て バ ーゼ ル に 療養 に い く1947年

年 9 月22日まで の わずか 21カ 月に すぎな い が，そ の 間に も絶えず生成 が あ っ た の で ある。 言い

か え れ ば ，彼は不条 理 な世 界 で の 体験 か ら，共 感を バ ネ と し た 死 を 恐 れ ぬ 苦闘に よ っ て ，確 固

と した生の 自意識を う かみ と っ た の で あ る。
乙 の 意味で 彼の 作品 は 「荒廃 と希望 の 間で ，死 と

生の 間で ，絶望 と儒仰の 間 で 歳良した 」
（39）

もの と思 わ れる 。 まさ に こ の こ とによ っ て 彼は当時

の ドイ ツ の 青年の 心 を代弁 しえ た の で あろ う。 ボ ル ヒ ェ ル トは 臼らの 体験 を
一

般化 して 表現 し

た ， と い わ れ る が ，彼の 文体 は表現技術 上 の 問題 と い うよ り，む しろ彼の 認識の 方法 と内容 に

必 然性が あ っ た の で あ る 。

　しか し， 彼の 認識 の 方法 ， 二 重 の 視点 の 相互作用 の 基調は 簡 で あ る。

’
内容的 に も， 現実

に 対す る 関係 か らい っ て そ うで ある 。
ボ ル ヒ ェ ル トは ， すで に み て きたよ うに ，一方の 視点へ

の 埋没 を否定 し て い る 。 ま た 例え ば絶望 へ ある い は希望 へ ，事実そ の もの へ あ る い は 神へ 無制

限に傾斜す る こ とを否定 して い る 。 二 重 の 視点は真実の ため に お互 い に 否定 しあ うか らで ある 。

また現実の 中の さ まざまな ， 「真実」 に もとず か な い 「事実」は そ の よ うな方法 に よ っ て 否定

され る か らで あ る 。 ボル ヒ ェ ル トは こ の よ うな方法的お よび内容的否定を 「プ ロ テ ス ト」と呼

ぶ 。 無の 中に再び 「ヤ ア 」を築 くた め の プロ テ ス トで あ る。 不条理 な世界に た じろ ぐ， 極端な
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もの に 走 りが ちな引き裂か れた 心 に 対す るプ ロ テ ス トで あ り， 不 条理 な世界か ら眼 をそむ ける

こ と に 対す る プ ロ テ ス トで ある 。 「何故 ？ 」は直接 的な答 こ そ 得
’
られ なか っ たが ， 否定を方法

と しな が ら， 「反抗」，自己対象化を経て ， こ の よ うな 「プ ロ テ ス ト」 と して の 「ナ イ ン 」に

到 達 し た の で あ る6 こ れは
一

っ の 原 理 ，
一つ の 姿勢 の 確認 で あ ろ う。 ある い は不条理 な世界 か

らの 視点と共感 な い しは愛か らの 視点は こ の よ うな姿勢を創造 した とい えよ う。
この 創造 に よ

っ て ボ ル ヒ ェ ル トは確信をも っ て 宣言す る 。 「こ の
・
ドイ ツ を今ぼ くらは愛す るの だ 。 今もっ と

幌 そ して ドイ ツ の た め に ぼ くらは死 に た くな い の だ。 ドイ ッ の ため に ぼ くらは生 きた い の だ。

リラ色の 深淵の 上に
。

こ の 辛辣な，に がい ，獣的な人生 。 ぼ くらはこ の 瓦礫の 荒野の ため に そ

れを 引き受 ける の だ 。

……ぼく らは こ の ドイ ツ を愛 した い の だ 。 そ の 苦悩の たあ
’
に罰 お そ ら

く， 「ドイ ツ 」 と呼ばれ る不条理 な世界か ら眼 をそ むける こ と は 不条理 に対
’
す る屈服で しか な

い だろ う。 そ の こ と に よ っ て 引き裂かれた 心 は不毛 の 荒野を さ迷 うばか りで あ る。 ど の よ うに

過酷で あれ ，不条理 を見据え て こ そ
一

つ の 「ヤ ア 」が 可能とな る の だ ろ う。 ボ ル ヒ ェ ル トに と

っ て 「ナイ ン」の 彼方の こ の よ うな 「ヤ ア 」 こ そ が 唯一
の 「ヤ ア 」で あ っ た 。 引き裂かれた心

の苦闘 によ っ て か ろ う じて 展 望 され えた 「ナ イ ン 」 ＝ 「ヤ ア 」 で あ っ た の で あ る。

　 「もしもき み た ちが ナ イ ン とい わ な か っ た ら。」
’一

戦後の 出発点に あ っ た こ の ナ イ ン は，

「何 故 ？」と同様にず っ しりと重い の で ある。

註

〔1｝ Peter 　 RUhmk ・ rf ：W ・lfgang　 Borehert ．　 S ．50，51

C2） 同 上 書 S ．93

｛3）　「短 編」とい う名称 で
一

括 し た が ， Kurzgescbiohte と Prosa   意味で あ る。

｛4） P．珊 h 皿 korf ：W ．、Borohert ．　 S．132，
1133

｛5｝ 出版社 は ヤ・rl ・g　H ・ mb ・igisch・ Btt・h ・ rei 。

　　な お ， こ れ 以前に 新聞の 学芸欄な ど に 詩が 掲載され た こ とが あ る 。

C6） 新教 で は 聖歴年 の 最後の 日曜日 ， 聖歴年 は ク リス マ ス の 4 遍 間前 の 日曜 日か ら始ま る 。

｛T｝ BemLard 　 Meyer − Marwitz ：Wolfgh 皿g　 BorGh 叫 ，　Wolfgang 　 BorGhert ： Das 　 Gesamtwerk ．

　　S．338，339　 （以 下全集版 S．323 以 降か らの 引用 は す べ て 同論文か らの 引 用 で あ る 。 ）

ta｝ 同上 書 S，339

tg｝ 同上書S。346　
』

  　Wolfgang 　BorGhert ： Die 　traurigen 　Gersnien ．　 Naehwort 　セoロ P ．　RUhmkerf ．　 S．1D9− 113

ω 　 W ．Borchert： Das 　 Gesamtwerk ．　 S．335

幗 　FriedriGh　 Luft ： Wo1．fgang　 Borcbeit　：　）〉一　DrauBe
’
rp　 vor 　 der　 Tttr　〈i皿 Ha皿 s　Mayer ．： Dbu七sche

　　 1」iteraturkri七ik　de｝　Gegenwart 　N ，　1。　S．402，403

　　 こ れ は場面場面に つ い て い わ れ tcこ とで あ るが ， 批評 の 全体の ト
ー

ン で あ る。

 
』
　Ha「is　 Egon　HQ 　Lthusen 二 De 正 unbehauste 　 Mensch ・195L 　こ の 部分 は P．　Rthmk ・ rf ：W ・ t£gang

　　BorGhert 。8。173 に 収 め られ て い る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　 ／．t

ω　W ．B ・ reheTt
・
　： Das 　 Ge βamtwerk 。　S．321 全粲版 か らの 訳 文お よ び作 品 名 は す で に 小松 太 郎 め訳 業
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　　櫛 る の で 溜 釈の相違が な い 限 り ， それ蹤 う。．

  W ．Borchert ： Das　 Gesamtwerk・S・347　参照。

  　同上 書　S・．318

  　同 上書 S．244

  Gerhard 　 Hellwig ： Daten　 der 　 qeutsehen　 Ges ・hiohte・ Bertelsmann 　 Lexik ・n
− Verlag ・1976・

　 　 に よ る。

  W ．Borchert ： Das 　 Gesamtwerk ．　 S．69

  　同上書 S．309

  　同上 書 S．310

吻 　Al ＆ M ．ミ v
．
チ ャ

ー
リッ ヒ ：喪われ た悲哀 （林峻

一
郎

・
馬場謙

一
訳）河出書房新社 1972．参照 。

圃 W ．Borchert ： Das 　 Gesam 七w β rk ．S．258

鋤 　ma・．k書 S．325

  同上書 s．93

  　原 民喜 ：夏 の 花 ・鎮魂歌 　講談社文庫　S．214 　〈心 願 の 国〉 の
亠 節。ボ ル ヒ エ ル トと原 民 喜の 比較

　　砥究 は 両者の 理 解 の 上 で 大 きな 示唆 を 与 えて くれ る よ うに 思 わ れ る 。

  　註 12参照 。

  　 P．躡 hmkorf ：W ．　 Borchert ．　 S．67

  W 。Be ；chert ： Dag 　 Ges4mtwerk ．S．26

  　 同 上 書 S．27

綱 　同 上 書 S：32

鋤 　 LBtihrnkorf1 ：W ．　Berehert ．S．132，133 参照 。

  W ．B6’r’chert ： Das 　 Ge8amtwerk．　S．59

B4　同 上 書 S．56　　　　　　　　　 ．、　　　　　　　　　　　　 ，

駒 　同 上 書 s．57

圃 　同 上 書 S・327

幽 　 P．Ri血mkorf ：W ．　Bo ： ehert ．S．67

闘 W ．Borchert ： Das 　 Gesamtwerk ．　 S．311

 
1
同 上書 8．3〜5　な お ， 傍点 は筆者。．

  　同上書 S．313
「

　　　 テ　 キ　 ス 　 ト

Borchert ，　Wo ．lfgang ： Das 　 Gesamtwerk ．　 Hambnrg ， 1975．

Borahert ，　Wolfgang ：．Die 　 trsurigen 　 Gera 耳ien　 und 　 ander
’
e　 Gesch量ohten 　 aus 　 de皿 Nachl 面 。

　 Hamburg ， 1976．
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B611 ・ H ・in・三・h ： Di ・ Sti皿 m ・ W ・ lfg・ ng 　 B ・ reti ・
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g，1969．
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．
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　　　MUnchen ， 1966．
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！
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’
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．
　Mtinchen

，　1966．

Luft ，　 FriedriGh ： Wolfgang 　 Bore
’
hert　

”．
DrauBen 　 vor 　 der　 T冠r

”
．　 Io ： Deutsehe　 Literatur一

　　　皐ritik 　d6r
．
Gegenwart 　V至，　1　StuStgart，　1971●

M ・y …
HMs

・ wit ・ ・B ・・nh ・ ・．d ： W ・ 1fg ・ng 　B ・ r ・h ・ ・t・N ・ ・h … tim 　 ・Ga ・

．
mtw ・ ・k　W ・ lfg ・ ng 　B ・ ・

−

　　　o益erts ．　Ha 血burg，　1975．　
1

Mign ・ r・K ・・1 ： D ・ ・ D ｝…

“
D … B・・

マ
・ ・ d6r　 Til・

”
・ ・n ： … 叩 e・・ti・ n ・… 　 W ・ 1ig・ng

　　　BorGhert ．　 MUnohen ，1966．　　 　　 ．　 　　　　 ．　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 ’

Mig
’
・ … 　K ・ ・t ： L ・b・・ upd ・

　W ・ rk 　W ・ 1fg・ng 　 B ・ rGhe ・ts・エ・ 1・t・rp ・e
’
t・ti・p・ n

』
z・ W ・五fg・ng

　　　Boreh6rt ．　N［tinchen ， 1966冒

Rtthmkerf， ？eter ： Welfgang 　 BQrehert ．　 Hamburg ， 1970．　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ，

Rtihmkorf7 ？gter ： Naehwo
．
rt　i寧： Die 　traurigeh　Geranien　und 　andere 　Geschiehten 　aus 　de．m

　　　Nachla β vo 皿 Welfgang 　 Borchert ．　 Hamburg ， 1976．

小松太郎訳 　　ボ ル ヒ エ ル ト全集　東京　 1953．。

田中美英子 　　ボ ル ヒ エ ル ト 『戸 臼の 外で s 現代ドイ ッ 戯曲論集　クヴエ レ 会　大阪 　1971 。
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